
Regenperformative Design: 再生的デザインの探求
～ LCA(ライフサイクルアセスメント)等の定量評価に基づくデザインの実践 ～

【講師】鹿児島大学准教授 鷹野敦 Takano Atsushi

<講演内容の要旨>
気候変動や資源の枯渇、廃棄物汚染など、多岐にわたる地球環境問題は現代社会が抱える最も重要な課
題の一つです。そして、建設産業はこれらの問題に大きく関与しています。深刻な状況です。
しかし一方で、この課題を契機と捉え、建築や都市のあり方を見直すことで、環境改善に大きく寄与で
きる立場にあるとも言えます。
こうした背景のもと、「再生的デザイン」というコンセプトを掲げ、大学の内外で研究・実践・教育を
横断する活動を展開しています。本講演会では、その全体像を紹介するとともに、LCA（ライフサイク
ルアセスメント）などの定量的手法を用いた研究成果と、それに基づくデザイン実践の事例を通して、
環境の再生を実装する新たなデザイン（Regenperformative Design）の探究について紹介します。

2026年7月8日 (水) 13：00 ～ 14：30（受付 12：30 開始）
場所：八仙閣本店 3F大宴会場 (福岡市博多区博多駅東2丁目7番27号)
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鷹野敦 ： 鹿児島大学 大学院理工学研究科 建築学専攻 准教授 / NPO法人こどものけんちくがっこう理事⾧ / (株)IFOO 取締役

霧島神宮駅前プロジェクト 光来**

Air House *

OcO***

danken. Holz *

撮影：* 小川重雄 ** 稲継泰介 *** 針金洋介



< 受賞歴 >
・クールジャパンアワード2025
・ウッドデザイン賞2024_国際博覧会担当大臣賞
・第18回木の建築賞_木のチカラ賞・メンバーズチョイス賞
・A+Awards 2024
・2021年文部科学大臣表彰（科学技術分野）
・2020年度かぎん文化財団賞（学術）
・2020年日本建築学会教育賞（教育貢献）
・キッズデザイン賞2020_キッズデザイン協議会会⾧賞/奨励賞
・第14回木の建築賞_活動賞
・ウッドデザイン賞2019_優秀賞（林野庁⾧官賞）

… など

< 略歴 >
2004 鹿児島大学大学院理工学研究科建築学専攻修士課程修了
2008 ヘルシンキ工科大学（現アアルト大学）ウッドプログラム
2012 アアルト大学木質材料学専攻修士課程修了
2015 アアルト大学木質材料学専攻博士課程修了
2016~ 鹿児島大学大学院理工学研究科建築学専攻 准教授
2018~ NPO法人こどものけんちくがっこう 理事⾧
2020~ 株式会社IFOO 取締役
2024 アアルト大学バイオプロダクト学科・建築学科客員教授

日 時 … 2026年7月8日(水) 13：00～14：30
場 所 … 八仙閣3F大宴会場（福岡市博多区博多駅東2丁目7番27号）

※ご来場の際は公共交通機関をご利用ください
定 員 … 80名（先着順）入場無料 ※1社3名様迄とさせていただきます
申込方法 … 以下Googleフォームよりお申込みください

★下リンク又は左記コードより読み取りください
https://forms.gle/Ndz3t9vgymfU3vxw5

※事前申込みが必要です（申込期日：2026年6月24日）
※定員になり次第締切となります

お問合せ … 日本ERI福岡支店（担当：安達・篠﨑）
TEL：092-432-7030

※お申込みをキャンセルされる場合は、事前に上記担当
までご連絡ください

入 場
無 料

［日本ERI福岡支店開設25周年・事務所移転記念講演会］

私ども日本ERI福岡支店は、2026年4月をもちまして開設25周年を迎えました。
また本年4月より新事務所へ移転し、装いを新たにスタートしております。
この節目に、お客様への感謝の思いを込めた記念講演会を開催させていただきます。
講演会のテーマは「Regenperformative Design: 再生的デザインの探求」です。
鹿児島大学にて木質材料や環境デザインの研究をされている鷹野准教授にご登壇い
ただき、LCAなどの定量的手法を用いた研究成果と、環境の再生を実装する新たな
デザインの探求についてご紹介いただきます。
ご多用中とは存じますが、皆様のご来場を心よりお待ちしております。

日本ERI(株)福岡支店 支店⾧ 藤田 祥一

［お申込み・会場へのアクセス］

【講師】鷹野敦 Takano Atsushi

講演会場はコチラ

IFOOのメンバーとしてデザインを担当したJR九州の観光列車
「かんぱち・いちろく」（写真: JR九州）

大学生と小中学生が一緒に学ぶ「こどものけんちくがっこう」


